
２０２２・５・２２                    黄金井尚美 主任牧師 

＜からし種の生長ぶり＞ 

ルカ１３：１８～１９ 

  最も小さいと思われるものが、目を見張る程大きくなった。 

これが神の国の生命力！ 

 

神の国は小さなものから始まった。 

イエス・キリストの誕生はどうだったか？ 

弟子達は名声があったか？ 

キリスト教の始まりは？ 

 

１、     が大変身 

   １２弟子達は、特別な人物ではなくどこにでもいる普通の人。 

   イエス様はこのような人たちを弟子として召された。 

      

     ♦からし種は小さいけれど、いのちがあるから大きく成長する。 

 

私たち一人ひとりも小さな存在。けれど、主イエス・キリストに結ばれて、 

神のことばに耳を傾けて生きるところに神の国が確かにあると分かる。 

 

２、偉大な事は     ことから始まる 

   

その小枝には空のあらゆる鳥が巣を作り、大枝の下では野のすべての獣が子を産み、 

その木陰には多くの国々がみな住んだ。 エゼキエル３１：６ 

♦天の御国は非常に小さく始まるけれど、後には世界に広がって満ちるようになる。 

 

  「小さなこと」・・・・人目を浴びず、認知されない地味なこと。 

  「大きなこと」・・・・人が注目し、世の中が称賛してくれること。 

♦雑草に価値を見いだす人はいない。しかし、その種がまかれて大きく生長する。 

 

「狭い門からはいりなさい。滅びに至る門は大きく、その道は広いからです。そして、そこからはいって行く

者が多いのです。 いのちに至る門は小さく、その道は狭く、それを見いだす者はまれです。 

マタイ７：１３，１４ 

 



ペテンテコステの日に、聖霊に満たされた１２０人の弟子達の語る福音を聞いた 

者たちが、３千人５千人と救われ弟子となり、教会が誕生するまでになった。 

そして２千年間、その成長は絶えることなく拡大し続けている。 

 

あなたは始めは小さくても、その終わりは、はなはだ大きくなる。 ヨブ８：７ 

 

「広い道」が魅力的に見えて心惹かれることはないでしょうか？！ 

 重要なのは、救いの価値を十分に知ること。そこに生きること。 

 

 

３、      成長する 

  

しかし、愛する人たち。あなたがたは、この一事を見落としてはいけません。 

すなわち、主の御前では、一日は千年のようであり、千年は一日のようです。 

Ⅱペテロの手紙 3：8 

 

再臨を待ち望み、待ちくたびれた人達に対して、神と人との時間の概念が 

違うことをペテロは教えた。 

  

♦人にとって無駄に過ぎたように思えたことも、神の前ではそうではない。 

 

 


